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２０２4大学入学共通テスト

出題分析と２０２５共通テストに向けた新高３生の指導
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第３問⑵ ケコ、サシ数学I・A

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

2024年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： 339,152人
平均点： ５1．38点
標準偏差： ２０．７３

【出典】 問題は2024年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和６年度大学入学共通テスト 実施結果の概要」（2024年2月5日報道発表）より。

ケコ：29 サシ：42

さらに⑶において、⑵の結

果を

6回目の試行で初めて

A、B、C、Dがそろう

場合の考察に活用する。

前設問の結果

を活用する。

前設問の結果

を活用する。
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教材のご紹介

出 題 の 特 徴

数学I・A

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

第3問は、箱の中に入っているアルファベットが書かれた何枚かのカードか
ら、１枚のカードを何回か取り出して、アルファベットがすべて取り出される確
率を求める問題。問題文で示された求め方の方針を理解し、前設問での
考え方や結果を振り返って次の設問に活用する力が問われました。
問題文で定義されている「そろっている」や「初めてそろう」の意味を正しく
把握したうえで、アルファベットの種類が増えたり回数が増えた場合に、どの
部分に前設問の考え方や結果を活用すればよいかを判断することがポイン
トになっています。

共通テストでは、得られた結果や考え方を他の設問に活用する力が求めら
れます。この問題のように、条件が単純な場合に考察した過程や結果の意
味を深く理解し、条件が複雑な場合にも分類して考察することが大切になっ
てきます。
考察過程や得られた結果を他の事象に活用する力を養成するためには、
日々の演習や探究授業において、より簡単な条件に置き換えて考えられな
いか、異なる事象において共通点はないか、他の設問との関連はないかな
どを意識しておきたいです。

2025共通テストに向けて

第３問⑵ ケコ、サシ
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考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

教材のご紹介… 「202５共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 数学」

第3７問

別冊付録
「公式・解法集」

定価1,060円（税込み）

「公式・解法集」を活用しながら定理・公式の理解の質を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

「202５共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅰ・Ａ」（202４年6月発刊）

「問題演習編」の問題には、別冊「公式・解法集」の関連する項目番号を示していま

す。「公式・解法集」で公式の意味を理解したり、深めたりしながら演習することができ

ます。

https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g42125/
https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g52125/


11

© Learn-S

２０２4大学入学共通テスト

出題分析と２０２５共通テストに向けた新高３生の指導

© Learn-S

数学I・A

自ら変数を設定して、課題解決の構想を立てる設問

イ：8 ウエ：12 オ：8 カキ：13 クケコ：332

2024年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： 339,152人
平均点： ５1．38点
標準偏差： ２０．７３

第２問〔１〕⑵ イ、ウエ ⑶オ、カキ ⑷クケコ

【出典】 問題は2024年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和６年度大学入学共通テスト 実施結果の概要」（2024年2月5日報道発表）より。

自ら変数を設定して、面積を

2次関数で表すという数学化

する力や、条件に応じて場合

分けを考えるという構想力が

求められています。
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自ら変数を設定して、課題解決の構想を立てる設問

教材のご紹介

数学I・A

出 題 の 特 徴

2025共通テストに向けて

第2問〔1〕は、台形の辺上を【規則】に従って動く2点Ｐ、Ｑと１つの定点Ｂで
できる三角形PBQの面積に関する問題。
問題では、三角形PBQの面積を2次関数として表し、面積の最大値や最小
値、面積が10以下となる時刻を求める必要がありますが、問題文では変数
が設定されていません。変数を自ら設定して線分の長さや面積を関数とし
て表せるかどうか、さらに⑶以降では、自分で変数の場合分けをして考察
できるかどうかがポイントでした。

この問題では、何を変数とするかも含めて問われていますが、H30年度試
行調査においても同様の出題がありました。共通テストでは、誘導に乗って
考察するだけでなく、事象の特徴をとらえて自ら変数を設定して数学化する
ことや、目的に応じて場合分けをしたり数式やグラフなどを活用したりして数
学的に処理することが求められます。
日頃の演習においても、解決の構想を立てて、各分野の知識・技能を活用
して数学的に処理する力を高めておくことが大切です。

第２問〔１〕⑵ イ、ウエ ⑶オ、カキ ⑷クケコ
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教材のご紹介… 「共通テスト対策【実力養成】30分演習 数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B・C」

自ら変数を設定して、課題解決の構想を立てる設問

解答解説

「2025共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅰ・Ａ」（2024年6月発刊）

早い段階から共通テスト形式の演習で対応力を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

各定価780円（税込み）

第7回第1問〔2〕

場合分けの根拠となる図についても、一つ

ひとつわかりやすく説明しています。
自ら変数を設定する必要がある問題。

https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g42125/
https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g52524/
https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g52624/

